
伊予市の財政って「健全」それとも…？

平成１９年度財政健全化判断比率を公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成１９年度決算における伊予市の財政健全化判断

比率及び資金不足比率を公表します。

　この比率を算出することにより、伊予市の財政状況が「健全団体」「早期健全化団体（注意信号状態）」「財政再

生団体（破たん状態）」のいずれの状態にあるのか、また、各公営企業の経営状態はどうかを判断することができ

ます。

平成１９年度決算における伊予市の財政健全化比率（単位：％）
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平成１９年度決算における伊予市の資金不足比率（単位：％）

公営企業会計の名称
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金不足比率
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化基準

水道事業会計 　－（△９０．１）

２０．０

簡易水道特別会計 　－   （０．０）

飲料水供給施設特別会計 　－　（△０．６）

浄化槽整備特別会計 　－   （０．０）

農業集落排水特別会計 　－ （△１．２）

公共下水道特別会計 　－ （△３．１）

特定環境保全公共下水道特別会計 　－ （△０．３）

伊予港上屋特別会計 　－（△４１．４）

注意信号 破たん状態

伊予市の財政健全化比率

１３．２５％
２０％

１８．２５％ ４０％

２５％ ３５％

用 語 解 説

○実質赤字比率…一般会計の実質赤字が標準財政規模（伊予市の平

成１９年度は、１０５億１８２７万９千円）に占める割合

○連結実質赤字比率…全会計の実質赤字が標準財政規模に占める

割合

○実質公債費比率…一般会計等が負担する元利償還金と準元利償

還金が標準財政規模に占める割合

○将来負担比率…一般会計等が将来負担すべき債務が標準財政規

模に占める割合

○連結実質赤字比率

○実質赤字比率

○実質公債費比率

○将来負担比率

用 語 解 説

○資金不足比率…各企業会計の「事業規模」に対する資金の不足額の

比率。事業の規模とは、営業収益の額に相当します。

　平成１９年度決算に基づき健全化比率を算定したところ、いずれの指標についても早期健全化基準を下

回りました。しかし、今後においても三位一体の改革により、伊予市を取りまく環境は、より一層厳しく

なるものと予想されます。したがって今後も職員の削減や事務事業の見直しなどの行財政改革に取り組

み、健全な財政運営を目指していく必要があります。
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